





























































































































































いく無限後退のパラドックスが示すも を「言葉の最高の力能」だとし、それを、われわれが何かをいい表すこ ができ、様々 言葉を用いることができるということ 基盤として見いだ のである。
この無限後退のパラドックスから重要な観点がでてくる。ある命題の




















































































記述にも現われ いる。第一に、構造を形成するには、少なくとも二つの異質なセリ!が存在しなければなら い。その一方 シニアイアン、他方はシニフィエとして決定される。第二に、そのセリ
l
の各々は、互






























鎖していく事態が「換喰」とされる。こ した分断と空虚な連鎖という「換喰」の問題、か提起しているのは、意味というものは、あらかじめ共時的に規定されてあるのではなく、効果として生みだされるし ないということである。そして、これを可能にするのが、「隠喰」である。隠喰的構造においては、シニフィアンとシニフィエを分 つ水平的な分割線が垂直的に飛び越え
られ、
シニフィエの位置に新たにシニアイアンが入り込んでいく。「シ
ニフィアンからシニフィアンへ 置き換えにおい こそ、意味作用の効果が生みだされる。それは詩 いは創造である」
S2
凶)。繰り返すが、








苫∞)といわれるように 意味発生と れ自体は意味を欠いた空虚なものから、意味が劇的に生まれ く ことな である。そこではまったく異質なセリ
l間での飛び越えが起こっている。
このように、ラカンは、意味発生の構造を、独自の「換聡」や「隠喰」













































































































































































リ!との関係に入り込んでいくということである。 れ 音素のセリーにおける換聡的な連鎖が 形態素のセリ
l
へと隠喰的に翻訳されるとと
にほかならない。そして、語震や文 いった上位のレベルも ぞれセリーを組織するのであれば、 造 と 、それら諸レベルの全階梯における、下位方向へ微分化されている言語要素の、上位方向への構成的(組み込み的)依拠による 換喰/隠喰的な展開にほかな なぃ。構造はまさ 、複数のセリ
lが関係し合い機能する翻訳機械なので
ある。ここで注意すべきなのは、これは決 既存の上位 形式性に
















ある。ラカン自身が汎欲望論者であり、そのこ が「他者の欲望」の様々な解釈と援用を引き起こしてきたが、この概念はそもそも、厳密 言語の問題に、意味作用の生成の問題 関わっているこ を忘れてはいけ
? ?














を構成するマルコフ連鎖について考えてみよう。マルコフ連鎖については、未来の振 舞いが現在の値によっ 決定される一種の確率過程と理解しておけば足り 。たとえば「
0」が与えられたら、それに続く可能










































































































造性を擁護することである。そして、この二つ 点を集約するのが すぐ後に確認する「文法」あるいは「統語法」である。第一の点から考えよう。そもそもわれわれに与えられるのは、物理的な音でしかなく、決して言葉ではない。単なる音は物と変わるものではない。われわれが意味の世界に住まうには、音を物から区別して言葉にする境界面が必要である。それを担う が、複数のセリーから構成される翻訳 し変換の機械的なシステムなので とりわけ そ システムが有して る、線的継起 対して逆行する遡及的な論理的時間性は、事物の世界には決 て存在し い 言葉に内的なも る。単なる物理音ではない言葉とは、本性 に、その発生の瞬間から物の秩序とは別の秩序を打ち立てるものなのである。だからドゥル
1ズは、音を物
から区 し、意味がそこに存立 を、「形而上学的[メタ物体的]表面」(戸田区凶)と呼ぶのである。この「表面」が われわれをカオスから守るシステムとして描かれるのであ 。このようなドゥル
lズの立



































































へと文の表面構造を生みだ いく「統語法 機械」 ことである。それはまた、英米系の認知言語学、
コンピュータ言語学においても、確率

























































































といっていいほどリュイエ 『生け 形態の発生』( 五八年)から援用している。リュイエはそこで、
マルコフ連鎖を、形態発生、進化、



















































































































































































































La chaîne et la temporalité 
dans la théorie deleuzienne du langage 
OGURA Takuya 
Dans ses travaux tardifs, Gilles Deleuze a considéré le langage comme la chaîne markovienne. La chaîne 
markovienne est pour lui un principe qui englobe les domaines de la vie, de la nature et de la société. Dans 
cet essai, nous examinons sa théorie structuraliste du langage des années 1960s pour comprendre sa théorie 
markovienne du langage qui a été développée depuis des années 1970s, en nous référant à celle de Jacques 
Lacan. Ce dernier avait déjà considéré le langage comme la chaîne markovienne depuis des années 1950s et 
l'a influencé. En nous examinant la chaîne markovienne selon Deleuze et Lacan, nous pouvons le comprendre 
comme un des concepts considérables dans Deleuze depuis des années 1960s. 
